
―-6シーー

(d「。2 n nЧsuos Э到②∝
“
101"Ш‐。`9801‐I16ヤラ01■■■)期黎燿斎里策Y幼章 [菖VI]**

(d「ЭマIマpoK"■②esn■lI●Ш‐0`698ι-9ラZ9-80:■3■
)爵聯推斎I酵瓢.■撃燿秦I祟黎斎¥業4章箪 [菖VI]*

辮母尋尋C9⑫準襲。ン型・埓つ。Il17日撃。長

音・栞騨Fi「熙撃卿陥」`C49⑫翌日い。マ撃F/4

嬰啄ワ手〕年■,I尊7Щtt L・乙

聯器⑦駅革車饉目幼厚7ヤ9準半啄 
・ι

°
トヘ)y7)ヽACD,半暮郵1県⑫喜

甲1件
ZOЭ`))97単′

リコ半経撃要尊コ暑`ギ,0

“
導γ喜口14Z00 0gL」爆⑦ル900Z P寺0661 L¥

冒1景喜冊摯
ZOЭ

 嘉経2ク抑讐準碑 V

聾VOコツ
°
シへヽ)翼)0■7副運⑫当渤`F,半

喜熙nttZoЭッ(1鉢D旧尊車鷹目F/1ttDl l T ⑫コ
°(I¥)

2へヽ)嘗Oα率、γttn県⑫ZoЭ 2■
0マ争以車鷹目

F/4纂`FID1 9 γツ準¥準疑尋爵目⑫漏彗=も饉艦章`g

γ⑫ツ
°
ツへヽ)0■マ%I・ラFi華熙n県⑦ ZoЭ`マツ

準難町マ喜甲ヨ

“

⑫ル0661尋喜甲纂
ZOЭ ⑫

車噸目

的纂⑫r Oッへヽ)oη孝%0・06畔⑫ψ↓、γ車艇目

F/4纂`マツマ⊃lng凶辮築騨尋陥纂⑫LJ醒嚇璽`γ

準
°
2へヽ)■尋甲纂%8・Z⑫渤↓`F'0輸纂⑫LJ鰈

嚇褒`マツマEligLJ解像敵甲摯⑫ZOЭ ⑫
寺900Z

°
ツへヽ)799率さγア

コッ準熙n県%9尋Yy音蜂覇理⑫g ttZOЭ)ヽη

コ

'喜
甲推⑫寺0661`FiV日`F10毒彗軍育響艦章⑫P

°
γν鼻峰懸、γ曇耳睾螺軍`Fiコ寺ι661`a鉢)

0像Dl「イ数、γ璽圏2ク駒響率碑ツT El甲攀⑫`OЭ

r,"nf,・L

`Y4撃
陥⑫単艦 図軍車噸目陥纂 J―乙―キ

::ヨ:i三:

ビ8青
`

81筆士`“幸解0戦喜,

科撃撃、γ?rッ準ィぃ

唯百理
°ク

国ツν,υ

°
2q

°
γAヽtt γAヽ孝鴫

¥章箪 =謀回ゝ

軍`アヽ血(―ム

★¥下国浜靴8

編`費聯斎¥率[

喜擢(覇)照|lf音

°
パヘ)。身孝黎

ZOЭ Dl¥マ
畢罫α

Aヽ C Dl軍銚αγ(

CDl動専αγ9ヘヽ

2嘗¥ヾ予訛監利
°
27さγ運

コン単¥⑫壽襲嘉■

↓鰈ツ孝晰半`剰
°
2留

'呼
歯車嘔目や

]⑫畢魂豪渤⑫車

目 `D19γ9■黒

⑫童雁目`Dl,7

ι00Z  9 0N Zフ・
I(

署

早

冒

聯

濯

劇
一 消

コ

°
トヘ)シ7)ヽAC]1型樫ア音峰⑫υンフツ

`(lT衡准孝C,⑫勤蒸⑫濯騨澤1静攣`戦轟⑫V鷲撃陥獲コ`冥闘回辛`乙ヽ44rィー■
`))?み軍当]1嘉経撃熙軍⑫αγ⑫ml景喜冊ョ″

ZOЭ ⑫
熙匹車暉目FF4纂El針`F'ユ撃Ψ

°

'7さ
γ半暮撃要軍7準郵A景母喜冊J「⑫ ZOЭツυヾ冊J″9γヽ暑激・動濯]1朝饗割`ユア

コ準脅熙孝班EI影平と喜早影平⑫園緋薬騨マ嘉経黎冊攀ツ準熙n景尋
ZoЭツνヾ冊摯El朝

看軍9γヽ暑絆・製擢`F,EO当暮熙1県
ZOЭ 7(1年Dl日軍車願目鈴纂

°
ツへヽ)嘗●g率、γml景⑫

ZOЭ̀0以日軍車饉目的纂`09)。孝Dl l拳潔、γ耐割2爛讐準幣ツTコ冊ヨ″⑫800`力
要

ЭWセJ工IOnJェOЧ]UI ZC)(D JO uoI]Эnpo翻〔uoISSIIIItt ЭЧ]」O SOJns2oン¶

半暮⑦熙R県喜甲攀
ZOЭ 7(1年コ1裂軍草艇目陥纂



地球温暖化な 磁 ―京都議定書 を超えて～

交

念であり,「物資流動」は輸送機能と荷役機能に着

目している。一方で,「貨物自動車交通」は,輸 送

機関そのものの移動に着目をしている (図 1)。

2.2 物流と貨物自動車交通を支えるロジス

ティクスシステム

物流 (物的流通)や ロジステイクスは,商 取引

により生じる派生需要であるため,本 源的需要の

商取引に大きく影響されることがある。このとき

ロジスティクスは,受 発注 ・在庫管理・作業管理 ・

電子データ交換 ・貨物管理 ・輸送管理などのシス

テムから構成されている。

一方で,ロ ジスティクスを円滑に機能させるた

めには,こ れを支えるインフラが必要である。こ

のインフラには,施 設 (港湾,道 路など),情 報

(ネットワークなど),制 度 (法市1度など),資 源

(電力,上 下水など),人 的インフラ (労働力など)

の5つがある。

特に施設インフラには,交 通路 (道路など)。輸

送機関 (貨物自動車など)。交通結節点 (工場,倉

庫など)な どのハー ドな整備と,交 通管理 ・制御

などのソフトな整備がある。道路がなく,倉 庫や

荷さばき施設もなければ配送できないように,物

流だけでなく,貨 物自動車交通にとっても施設イ

ンフラの整備は不可欠である。

そして施設インフラを計画 ・運用する 「都市の

土地利用 ・交通システム」が,ロ ジステイクスシ

ステムを支えているため,都 市の土地利用 ・交通

システムの善し悪しが民間企業活動の物流や貨物

自動車交通に大きな影響を与えている (図-2)。

2.3 貨物自動車交通と対象となる都市の物流

システムのノードとリンク

物流を交通の要素からみると,ノ ー ド (Node:

交通結節点)間 で, リンク (Link:交通路)上 を

モー ド (Mode:輸 送機関)を 使って貨物を輸送

していることになる。つまり,港 湾や工場から,

倉庫,流 通センター,店 舗,住 宅へと商品や物資

が流れていく場合,こ れらの施設のそれぞれが

ノー ドに対応 し,そ の間に道路などのリンクが

あって,貨 物自動車などのモー ドによって運ばれ

ていると考えることができる。

このとき,広 域物流拠点から荷 さばき施設ま
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ical Distributlon)

ITranSport)

|‐
‐3つの物流

図 1 流通と交通における物流と貨物自動車交通

「ILogヽ|||,IⅢIJ 。_め (リンク)

図 2 物流と貨物自動車交通を支えるロジステイクスシステム

図■ 貨物自動車交通と対象となる都市の物流システムのノー

ドとリンク

で,ノ ー ドとリンクを利用して商品や物資を発地

から着地まで輸送することとなる (図-3)。

3.貨 物自動車交通におけるC02削 減対策

貨物自動車交通におけるC02削減対策には,輸

送機関の走行台数や走行距離を減らすことで,間

接的に設備 ・機器か

対策である交通流対

にツト出されるC02を

策がある。

このうち,交 通流|

広域物流拠点整備,‐

備がある。一方で,排

アイドリングストッ

これらのC02削減

とリンク別に分類す

4.リ ンクでの主,

4.1 モーダルシフ

モーダルシフトと

ネットヮークにおい.

ることである。

平成 17年度の輸飽

担率では,貨 物自動

く,58.7%を しめてヽ

点間の幹線ネットヮヽ

動車からC02の ツト出リ

輸送手段にモーダル

量を削減できる可育日

また,モ ーダルシ
｀

して,輸 送距離5001

の雑貨輸送量のうち,

を含む)に より運ば,

したモーダルシフト

モーダルシフト化率|

度の 30.9%よ り9.5オ

ことから,モ ーダルi

ることができる。し,

率は,全 輸送量のうJ

の比率である。そのノ

の増加が貨物自動車
`

場合は,モ ーダルシ

て,モ ーダルシフト

て,必 ずしもモーダメ

はなく,単 に輸送機層

けかもしれない。そσ

ダルシフトが進んでV
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交  通

都市内の配送業務を共同で実施することができ

れば,貨 物自動車の集中台数と総走行距離を削減

することができると考えられる。貨物自動車の総

走行距離を削減することができれば,そ れにとも

ない,C02排 出量も削減することができる。

都市内共同配送の例 として,東 京都の京浜 ト

ラックターミナルを都市内集配拠点とした共同配

送がある。この事例では,共 同化前に比べて車両

台数が 662%削 減,積載率が 83%向 上,車両回転

率が81.8%向上し,総走行距離も38.5%削減され,

NOx,C02と もに38.5%削減された (表 3)。

一方,共 同配送を実施する場合には,以 下の点

に留意する必要がある。

①共同配送を実施する場合には,貨 物を積み合

わせるための中継地を設ける必要がある。このと

き,発 着地間の輸送経路から遠隔地に貨物の積み

替え拠点を設置すれば,か えって貨物自動車の総

走行距離が長くなる場合もある。この場合は,共

同配送をすることで,C02の 排出量が増加する (図―

5)。

②積載率 100%で あれば,貨 物自動車が積みあ

わせる必要がないように,積 載率が高い場合は共

同配送により,貨 物自動車の走行台数を削減する

ことができない。このような状況で共同配送を実

施すれば,配 送拠点に寄 り道する分だけ総走行台

表-3 都市内共同配送の効果・

共同化前 共同化修 効果(%)

輸送
効率

車両台数(台/日)

積載率(%/台)

輸送回転率(回/日)

総走行距離(km/月)

39      13:

681      73(

11      :

64350   3960(

-66`

8(

81(

-38:

環 境
Oヾx排出量 (kg)

〕02排出量 (kg)

1 9

10,425

-38〔

-38:

コストトータルコスト(万円/月) 120 -50(

中継 拠 点 の
十 躙 場 所

総 疋 行
P日凛誰

総 走 イT
台キ ロ

ヘ
ム
［

地
着

ハ 減 少 減 少 減 少

ゴ 増カロ 増カロ 減少

○は発施設、■は着施設、△は中継拠点

図 5 中継拠点の立地場所別の効果の違い
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キロが長 くな り,か えって C02排 出量が増加す る

こともある。

5.ノ ードでの主な交通流対策の現状と留意点

5.1 広域物流拠点の整備の現状と留意点

広域物流拠点とは,鉄 道 ・海運 ・航空 ・貨物自

動車などの線的な輸送をおこなう地域間物流と,

貨物自動車による面的な輸送をおこなう都市内物

流との間の積み替え機能を持つ拠点である。

広域物流拠点を集約化 し高速道路 ・港湾等の近

傍に立地させ,都 心部の貨物自動車の通過交通を

排除し,無駄な走行を避けることができれば,C02

排出量を削減することができる。また,広 域物流

拠点を共同配送の拠点とし,貨 物自動車の走行台

数を減らすことができれば,C02排 出量を削減す

ることができる。

東京都市圏物資流動調査の結果によると,東 京

都市圏の広域物流拠点は,臨海部と国道16号沿道

などの交6外音6に集積 していることが分かる。この

臨海部や郊外部への広域物流拠点の集積理由とし

て,以 下の 2点が考えられる。

①民間企業が,在 庫圧縮によるコス ト削減を狙

うために,拠 点を統廃合している。この場合は,

統廃合後の物流拠点は大型施設となる。

②民間企業が,輸送コストを縮減するために,

大型貨物車の利用を進めている。この場合は,接

道状況が良く,かつ24時間出入可能な場所に施設

を設けることとなる。

以上のことから,民 間企業の広域物流拠点は,

都市既成市街地ではなく,広 い土地が確保でき,

かつ幹線道路が整備されている臨海部や郊外部に

集中するようになってきている (図-6)。

一方,広 域物流拠点の整備には,以 下の2点 に

留意する必要がある。

①必要な場所に必要な規模の広域物流拠点を設

ける場合,土 地取得が困難なうえ膨大な資金が必

要なことがあるため,事 業主体にとって事業リス

クが大きい。そのため,近 年では不動産投資会社

が都市内に大型の多層階型物流センターを建設

し,荷 主や物流事業者にフロア単位で賃貸させて

いる例がある。

②都心部の通過交カ

に広域物流拠点を整ゆ

点間を結ぶ道路を整ゆ

広域物流拠点間を結メ

ば,貨 物自動車は,堵

都′さ部での交通の錯府

5.2 荷さばき施設|

荷さばき施設とは,

届けるときに貨物自重

である。荷さばきとに

ら荷物を持って届け引

称であり,荷 降ろし,

荷受け作業を指す。

都市内で荷さばき刑

ば,貨 物自動車が荷さ

通を減らすことができ

交通の減少は,貨 物Ё

るだけでなく,交 通謬

た荷さばき施設の整備

して荷さばきをおこを

ドリングス トップが¬

C02排 出量を削減する

荷さばき施設には,

類がある。横浜のラン

建物内に荷さばき施設

地下 lFに 物流センタ

商品を物流センターで

ナント別に仕分けし,

建物内共同搬送を実施

一方,荷 さばき施設

意する必要がある。

①荷さばき施設が,

場所に設けられれば,

くなることもあり,路

なくなる。

②荷さばき施設から

くなれば,貨 物自動耳

め,荷 さばき施設の回

設を利用できる貨物自

③建物内の荷さばき

の高さよりも進入路の|
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交  通

るため,① 交通計画と輸配送計画,② 交通計画と

道路計画,③ 輸配送計画と荷さばき計画,④ 交通

計画と建築計画,⑤ 道路計画と土地利用計画の 5

つを取 り上げる。

6.2 交通にかかわる計画のバランス

(1)交 通計画と輸配送計画のバランス

交通計画で,時 間帯の荷さばき駐車規制をおこ

なうと,民 間企業はそれにあわせて輸配送計画を

変更して,配 送時間帯を変更したり,遠 くの地点

から荷さばきすることになる。この場合,効 率的

な配送ができなくなり,貨 物自動車の駐車時間が

長くなる。

この場合は,交 通計画と輸配送計画の連携をと

ることで,効 率の良い輸送の実現と交通規制によ

る円滑な交通の確保を実現することができる【図―

8の (D)と(B)】。

(2)交 通計画と道路計画のバランス

交通計画で,貨 物自動車のうろつき交通を無く

すために道路上に荷さばき施設の設置を実施した

としても,荷 さばき施設を設置する道路の幅員が

狭かったり,車 線数が少ない場合は,道 路上の荷

さばき施設の設置が交通に影響を与えてしまう。

すなわち,交 通規制は常に道路の交通状況を考

慮して,交 通への影響を少なくするように考える

必要がある 【図 8の (D)と(F)l。

(3)輸 配送計画と荷さばき計画のバランス

輸配送計画では,効 率的な輸送ルートを策定し

たとしても,荷 受け側で検品作業に時間がかかっ

たり,荷 さばきに時間がかかれば,貨 物自動車の

駐車時間が長くなるため,効 率的な輸送をおこな

っことができない。

よって,こ のような場合には,輸 配送計画と荷

さばき計画の連携をとりながら,高 い輸送効率を

確保する必要がある 【図 8の (B)と(A)】。

(4)交 通計画と建築計画のバランス

交通計画で,駐 車規制をしても,建 物側に十分

な荷さばき施設が確保できなければ,貨 物自動車

は,道 路上で荷さばきをしなければならない。

Vo1 42 No 6 2007

[民間](A)1綺き

'|1計

画:  「鯉蓼
(検品システム、共同荷受け、

館内共同配送、貨物管理など)

1/A・A10 ntti蟻響
(荷さばき計画、動線計画など)

建築基準法、駐車場法、大店立地法

1/ANA10 X"響

(用途地域、駐車場整備など)

都市計画法、流市法、ターミナル法

[鍮

“

菫計1着|(B)
(配車計画 、運行計画 、

貨物 管理 、貨物追跡など)

3民
間公共連携

■ =|=許 面● (D)

(駐車規 制 、交通規 制など)

道路交通法

8公
共連携

■ 通義3t責||(F)

(道路整備、道路管理など)

道路構造令など

図 8 都市内物流における民間と公共の連携

よって,こ のような場合には,建 物内の荷さば

き施設の規模を考慮しながら,交 通計画を考えて

いく必要がある 【図 8の (D)と(C)】。

(5)道 路計画と土地利用計画のバランス

道路計画で道路整備をおこなうとき,周 辺の建

物や施設などによっては,道 路容量以上の貨物自

動車が道路に集中することとなる。

よって,こ のような場合には,交 通集中を避け

るためにも,道 路計画と土地利用計画の連携を取

る必要がある 【図 8の (F)と(E)】。

7.お わ り に

本稿では,貨 物自動車交通の交通流対策の面か

ら,C02排 出量の削減対策について述べた。

貨物自動車交通において,C02の 排出量を削減

するためには,モ ーダルシフ トや共同配送の実

施,お よび広域物流拠点の整備や荷さばき施設の

整備が必要となるが,こ れらを実現するために

は,公 共部門と民間部門との連携が必要不可欠で

ある。
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